
吉
儀
市
議
は
、
東
出
雲
公
民
館

と
支
所
の
複
合
施
設
建
設
問
題
も

取
り
上
げ
ま
し
た
。

建
設
場
所
は
、
一
昨
年
、
市
長

名
で
「
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
エ
リ

ア
」
と
の
回
答
が
あ
り
、
当
時
の

自
治
会
連
合
会
、
地
域
協
議
会
、

地
区
社
協
の
３
団
体
に
説
明
。
昨

年
の
８
月
に
３
団
体
の
主
催
で
、

教
育
委
員
会
が
説
明
し
た
と
こ
ろ
、

建
設
場
所
に
つ
い
て
反
対
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
治
会
連

合
会
は
、
強
引
に
保
健
相
談
セ
ン

タ
ー
エ
リ
ア
で
建
設
す
る
決
議
を

上
げ
ま
し
た
。
吉
儀
市
議
は
「
町

民
か
ら
出
さ
れ
た
保
健
セ
ン
タ
ー

エ
リ
ア
を
使
い
な
が
ら
不
足
す
る

機
能
を
支
所
エ
リ
ア
に
建
設
す
る

案
、
ふ
れ
あ
い
会
館
を
耐
震
化
し

て
使
う
案
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

案
の
３
案
に
つ
い
て
建
設
費
の
試

算
を
町
民
に
示
し
、
町
民
の
中
で

の
論
議
を
保
障
す
べ
き
」
と
質
問
。

教
育
長
は
「
一
昨
年
、
12
月
に

自
治
会
連
合
会
、
地
域
協
議
会
、

地
区
社
協
の
３
団
体
へ
の
説
明
で

保
健
相
談
エ
リ
ア
で
の
建
設
を
了

解
い
た
だ
い
た
と
考
え
る
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

吉
儀
市
議
は
「
教
育
長
の
目
の

前
で
反
対
意
見
が
出
さ
れ
、
町
民

は
納
得
し
て
い
な
い
」
と
市
長
の

認
識
を
質
問
。
市
長
は
「
教
育
長

の
答
え
た
通
り
」
と
答
弁
し
、
市

長
も
教
育
長
と
同
じ
認
識
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

田
中
は
じ
め
市
議
は
11
月
議
会

の
一
般
質
問
で
、
保
育
料
無
償
化

に
伴
う
保
育
施
策
の
前
進
に
つ
い

て
執
行
部
の
見
解
を
質
し
、
保
育

料
無
償
化
で
増
え
る
市
の
負
担
分

に
対
す
る
国
の
臨
時
交
付
金
の
交

付
額
、
交
付
時
期
に
つ
い
て
の
見

通
し
を
問
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
舩
木
忠
子
育
て
部

長
は
「
臨
時
交
付
金
は
３
・
２
億

円
を
予
算
化
し
た
。
３
月
交
付
と

さ
れ
て
い
る
が
、
算
定
方
法
の
詳

細
及
び
実
際
の
交
付
額
も
不
明
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

続
い
て
田
中
市
議
は
、
「
昨
年

度
よ
り
減
る
一
般
財
源
の
負
担
額

約
２
億
７
千
万
円
を
、
保
育
の
充

実
に
振
り
向
け
る
べ
き
」
と
主
張

し
ま
し
た
。

舩
木
部
長
は
、
「
負
担
軽
減
と

な
っ
た
財
源
に
つ
い
て
は
、
『
子

育
て
支
援
新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
』
と
し

て
活
用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
」

と
回
答
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
田
中
市
議
は
、
「
６
人

の
１
歳
児
に
保
育
士
１
人
と
い
う

配
置
基
準
を
見
直
し
て
ほ
し
い
。

万
一
の
地
震
の
際
、
一
人
の
保
育

士
で
、
歩
い
た
り
、
ま
だ
ハ
イ
ハ

イ
し
て
い
る
１
歳
児
６
人
を
避
難

さ
せ
る
の
は
誰
が
考
え
て
も
不
可

能
で
あ
る
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

舩
木
部
長
は
「
配
置
基
準
改
善

を
国
と
し
て
実
施
す
る
様
、
全
国

市
長
会
を
通
じ
て
強
く
要
望
す
る
。

な
お
保
育
所
等
で
は
、
大
型
ベ
ビ
ー

カ
ー
や
誘
導
ロ
ー
プ
等
で
迅
速
安

全
な
避
難
が
で
き
る
よ
う
、
毎
月

避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
」
と

回
答
し
ま
し
た
。

橘
市
議
は
、
「
『
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
』
は
、
非
常
勤
職
員

の
真
の
待
遇
改
善
に
つ
な
が
る
の

か
」
、
期
末
手
当
等
の
財
源
は
、

「
制
度
改
正
は
国
の
方
針
な
の
で

国
に
し
っ
か
り
要
求
す
べ
き
」
と

述
べ
、
ま
た
、
安
心
し
て
仕
事
の

で
き
る
体
制
に
は
、
「
正
規
職
員

の
増
加
が
必
要
」
と
質
問
し
ま
し

た
。講

武
総
務
部
長
は
、
「
こ
の
制

度
は
、
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に

伴
い
非
常
勤
職
員
制
度
の
任
用
や

勤
務
条
件
等
を
見
直
し
、
令
和
２

年
か
ら
開
始
す
る
も
の
で
あ
り
、

給
与
や
勤
務
条
件
な
ど
、
現
行
水

準
以
上
と
な
る
よ
う
に
対
応
す
る
。

現
状
で
は
、
ど
の
程
度
の
増
額
と

な
る
か
、
ま
た
国
か
ら
ど
の
程
度

措
置
さ
れ
る
か
は
、
判
明
し
て
い

な
い
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

正
規
・
非
正
規
職
員
の
適
正
な
定

員
の
管
理
や
効
果
的
・
効
率
的
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
」

な
ど
答
弁
し
ま
し
た
。

橘
祥
朗
市
議
は
、
イ
ノ
シ
シ
や

シ
カ
の
被
害
、
人
へ
の
危
険
性
が

広
が
っ
て
お
り
、
捕
獲
要
員
の
増

員
や
ヌ
ー
ト
リ
ア
の
捕
獲
奨
励
金

を
求
め
る
声
が
あ
る
。
ま
た
、
ジ

ビ
エ
と
し
て
の
拡
大
が
必
要
で
は

な
い
か
と
質
問
し
ま
し
た
。

松
浦
市
長
は
、
有
害
鳥
獣
の
出

没
は
増
加
し
、
捕
獲
員
も
こ
の
５

年
間
で
３
８
名
増
員
し
た
。
ジ
ビ

エ
は
有
効
活
用
が
期
待
で
き
る
が
、

課
題
も
多
く
検
討
す
る
、
と
答
弁
。
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東
出
雲
公
民
館
と
の
複
合
施
設

東
出
雲
町
民
に
丁
寧
な
説
明
を

吉
儀
市
議
の
代
表
質
問
③

12
日
、
県
民
会
館
に
お
い
て
、

城
西
支
部
主
催
の
国
保
料
の
学
習

と
田
中
は
じ
め
市
議
の
市
政
報
告

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
の
前
半
は
、
医
療
保
険
制
度

及
び
国
民
健
康
保
険
の
概
要
、
松

江
市
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
状

況
、
高
す
ぎ
る
国
保
料
を
引
き
下

げ
る
に
は
何
が
必
要
か
な
ど
に
つ

い
て
学
習
し
ま
し
た
。

高
す
ぎ
る
国
保
料
の
根
本
原
因

は
、
１
９
８
３
年
ま
で
国
保
収
入

全
体
の
約
60
％
を
占
め
て
い
た
国

庫
支
出
金
が
現
在
20
％
台
ま
で
減

額
さ
れ
た
国
政
上
の
問
題
で
あ
り
、

国
の
政
治
を
変
え
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
こ
と
、
国
政
の
こ
の
よ
う

な
状
況
の
元
で
、
地
方
自
治
体
が

市
民
の
命
を
守
る
防
波
堤
に
十
分

な
っ
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
こ
と

を
学
習
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
子
ど
も
の

医
療
費
無
料
化
の
状
況
は
」
、

「
国
保
の
都
道
府
県
化
の
影
響
は
」

な
ど
の
質
問
や
意
見
が
次
々
と
出

さ
れ
、
熱
心
な
交
流
が
続
き
ま
し

た
。続

い
て
、
田
中
は
じ
め
市
議
が
、

少
人
数
学
級
編
制
基
準
の
改
悪
問

題
や
昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
原
子

力
防
災
訓
練
な
ど
に
つ
い
て
報
告

し
ま
し
た
。

吉儀 けい子
市議会議員

城
西
支
部
主
催
国
保
料
の
学
習
と

田
中
は
じ
め
市
議
の
市
政
報
告
会
を
開
催

国保問題で熱心に交流する参加者

保
育
料
無
償
化
に
伴
う
保
育
施
策
の
前
進
に
つ
い
て

田
中
は
じ
め
市
議
の
一
般
質
問
③

非
常
勤
職
員
の
待
遇
改
善
に
つ
な
げ
て

橘

祥
朗
市
議
の
一
般
質
問
③

田中 肇
市議会議員

橘 祥朗
市議会議員

有
害
鳥
獣
対
策
の
拡
充
を


